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   標準的な鋼管径と羽根径※
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※地区により提供できる羽根径が異なります。
 

タイプ D1－D2 A寸法 B寸法 C寸法

Ⅰ 190.7－216.3 300 400 300

Ⅱ 216.3－267.4 300 400 300

Ⅲ 267.4－318.5 300 400 300
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法 人 名　旭化成建材株式会社　
部  　署　東京基礎第一営業部
住　  所　〒101-8101 東京都千代田区神田神保町1-105 神保町三井ビルディング
T E L　03-3296-3544　　　F A X　03-3296-3545

回転貫入・無排土で施工

φ114.3～406.4ｍｍ

砂 　  層：30≦N≦50 　φ114.3～406.4mm（構造物によっては、N値25以上も適用可）
砂れき層：30≦N≦50 　φ114.3～406.4mm 
粘性土層：20≦N≦50 　φ114.3～355.6mm（構造物によっては、N値15以上も適用可）

STK400、STK490、SKK400、SKK490 

φ250～880ｍｍ（鋼管径の1.87～3.00倍） 

SS400、SS490、SM490A

NS-490TPP（認定番号MSTL-0230） 

機械式継手（ＨＣＣＪ継手、ＮＣＣＪ継手）、溶接継手

鋼管径の130倍以下 

支持地盤種別と鋼管径
（ 押 込 み 、 引 抜 き ）  

テ ー パ ー 鋼 管 



　本工法は、先端部に鋼管径に比べて1.87～3.00倍の大きさのらせん状の羽根を設けた鋼管杭を、直接地面に回転貫入さ
せて支持杭とする直径114.3mm以上406.4mm以下の小口径の鋼管を用いた回転杭工法です。これら羽根の効果により、
鋼管径に比べて大きな軸方向押込み力や引抜き力が発揮されます。
　本工法では、杭の継手に溶接継手の他にトルシアボルトを用いた機械式継手であるＣＣジョイント継手を採用しており、これ
まで施工時間を要していた溶接作業に比べて格段に早い接続時間を実現し、天候や溶接工の技能に左右されない安定した杭
接続を可能としました。
　また、施工機械は小型の専用施工機械を全国に配備し、これまで施工ができないような狭隘な現場や上空制限のある現場で
も杭の施工を可能にし、低騒音・低振動・無排土で施工を行います。

CCジョイント嵌合状況施工状況（φ406.4の施工）

　杭先端のらせん状の羽根の効果により、支持層まで回転貫入することができ、小口径の鋼管杭として所定の先端及び
周面支持力、及び引抜き支持力が得られることを確認しました。

載荷試験概要（ｃ-1宇都宮）

CCジョイント継手曲げ試験結果（HCCJ） 施工記録例

騒音レベル 振動レベル
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